
       公益財団法人京都 YMCA2026 年度事業計画   

 

年間聖句  エフェソの信徒への手紙 2 章２２節 

キリストにおいてこの建物全体は組み合わされて成長し、主における聖なる神殿とな

ります。キリストにおいて、あなたがたも共に建てられ、霊の働きによって神の住まい

となるのです。 

 

 

『中期計画 2024』の最終年度として、目標の達成に向けた計画を進めるとともに、テ

ーマである『つながりの構築』が各事業においてどのように実践されてきたのかを検証

する。 

その上で、他団体との関係性を踏まえ、新たな事業展開につながる活動を推進してい

く。また、リトリートセンター60 周年記念事業および事業を支える人材の育成につい

ては、引き続き京都 YMCA 全体で推進するものとする。さらに、計画の策定にあたっ

ては、各事業において 2027 年度以降の将来像を見据えた計画を立案するものとする。 

 

 

１、諸団体や行政、学校や企業との関係を再構築し、地域の諸団体と協力して社会課題へ取り組む 

○地域課題やニーズに対応するプログラムに取り組み、既存事業の公益性をより高める。 

  ○地域課題に対処する事業を進行するために行政や、企業、他団体との協働を強化する。 

  ○事業展開の対象地域を拡げ、新たな地域課題に対処するための事業開発に取り組む。 

 

２、既存事業の更なる改革を進め、効率化を図り財政的基盤を強化する 

  ○収支バランスを保ちつつ、支出管理を徹底し持続的に安定的に運営できる収支構造にする。 

  ○IT の活用や事業の改革を進め、事業の効率化と拡大を促進する。 

  ○公益性の強調により行政や外部団体からの補助金、寄付金の積極的な獲得を図る。 

   

３、ＹＭＣＡの理念を実現する人材を養成する仕組みを構築する 

  ○新たなユースボランティアの獲得と養成を京都 YMCA 全体で実現する仕組みを構築する。 

  ○YMCA 内外の様々な機会を利用し、スタッフとボランティアのスキルを高める研修を行う。 

  ○他団体との関係性を強化し、ポリシーボランティアの拡大を図る。 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅰ．ウエルネスの考え方の下に子どもから大人までの健全な心身の発達を促進するための自

然・社会体験活動及びセミナー等開催事業 

 京都ＹＭＣＡの自然体験や、スポーツ活動、文化活動を通して、プログラムに参加する一

人ひとりの全人格的な成長を促し、健やかな心と体を育みながらたくましく成長をはかる

活動を展開する。 

プログラムを通していのちを守ることの大切さを学ぶとともに、生涯にわたって生き生き

とした人生を歩み、社会の一員として貢献できるように指導する。 

 

<計画概要> 

 ウエルネス事業を継続的に発展させるため、「スタッフの働き方改革」と「DX」を基盤に、人事配

置・人材養成の仕組みを整備する。また、地域におけるウエルネス事業の必要性を明確化し、今後

の発展につなげる 1 年とする。 

 

 重点計画 I.既存ウエルネスプログラムの質的向上と参加の利便性を高め、参加者を拡大  

１．スイミングスクールに重点投資し、水泳指導者の役割・職務を明確化し、指導内容に

見合った待遇で採用・育成する。 

２．参加者管理システムを導入し、DX 化により事務作業の効率化とサービス向上を行う。 

３．既存のスポーツプログラムは規模を適正化し、指導負担を軽減する。 

４．アフタースクールはスタッフの増員を図り、拡大する。 

５．野外活動は役割を明確化しスタッフの増員と運営改善により公益性の向上を図る。 

また、会員部門とも連携し「ボランティアのつながり」を広げる。  

 

重点計画Ⅱ.Well-being 向上のためのプログラム開発と、機会の拡大  

１．海外のリンケージ YMCA との合同プログラム、新しいスポーツプログラム等の開発を

行う。 

２．地域での館外プログラムの開発を行う  

 

重点計画Ⅲ.ステークホルダーの共感が得られる公益性と独自性のアピール強化による参加者

の拡大  

１．寄付募集活動及び PR の強化と SNS 広報の充実により情報発信力の向上を図る。 

 

重点計画 IV.YMCA ステークホルダーの協力による、若者人材の育成と事業の拡大  

１．職員を横断的に組織し、ユースエンパワーメント推進プロジェクトチームを中心に 

リーダー育成方法を確立する。      

 

 

 

 



Ⅱ．子どもから大人までの幅広い世代のボランティアによる地域社会及び国際社会への貢献事

業、並びにボランティアの育成事業 

 こどもから大人まで全ての人がボランティアを通して地域社会ならびに国際社会に貢献す

ることができるように、ボランティアを育成し、ボランティアの手による地域社会および

国際社会への貢献事業を進める。 

 

＜計画概要＞ 

「中期計画 2024」の最終年度として「ボランティアの拡大」「公益活動の広報」「他団体との協

働」を重点的に推進します。その取り組みを通じて、公益活動を持続的に推進できる体制を整

える。 

 

重点計画Ⅰ．公益事業を担うボランティア会員を増強し地域課題に取り組む 

１．リーダーOB・OG やキリスト者を中心に、公益事業を担うボランティア会員の入会を促す仕

組み作りや 働きかけを進める。  

 ２. 会員による公益活動の活性化を図り、ボランティア人材の拡充につなげる。 

 

重点計画Ⅱ．公益活動を支える寄付金拡大のために YMCA の公益性を積極的に広報する。  

１．リトリートセンター60 周年記念事業を通じ、同センターが果たしてきた公益的価値（野

外教育、自然体験、地域交流）を積極的に発信し、記念募金への理解と参加を促す。 

２．リーダーOBOG・地域関係者への呼びかけとオンライン寄付を活用し、公益事業推進のた

めの寄付者層の拡大を図る。  

３．事業部と連携し、継続的な寄付につながる案内とアピールを強化する。 

 

重点計画Ⅲ．他団体と協働することで公益活動の規模と可能性を拡げる 

１．「子ども支援基金」「夏の思い出キャンペーン」「ピンクシャツデー」の参加拡大のため、

教育委員会、小学校、児童館に広報協力を依頼する。 

２．京都 YWCA との連携体制を強化し、社会課題解決に向けた協働事業を展開することで、公 

益活動の幅を広げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅲ． 児童福祉施設としての保育所の運営を通じて、乳幼児の健全な育成並びに地域の子育て支援

を行う事業 

  ウエルネスの考え方を基本として当財団で取り組んでいる「青少年育成やボランティア活動支

援・促進事業」と緊密な連携を図りながら、乳幼児の成長過程において必要な情緒的、身体的、

知的体験教育を保育事業を通じて統合的に推進するとともに、共に支え合う地域社会の実現に

向けた子育てボランティアの育成なども含む広範な子育て支援事業を展開し、乳幼児期の子ど

もたちの健全な成長及び発達を促すことを目的とする。 

 
〈計画概要〉 

職員が自分たちの足下だけでなく世界の情勢に目をむけ、広い視野を常に持ち続ける働き人に
なることに取り組む。地域の人々や諸団体の協力を得て、保護者と共に子どもたちがよりよく
育つ場所作りを行う。多様な子どもたち、保護者の生き方を受け止め一人ひとりがその尊厳を
守られ大切な存在と認め合うことのできるまさしくwell-being な事業を展開する。 

 
重点計画 I 少子化の時代に地域から選ばれる保育園となる 

１．YMCAの理念とするSpirit, Mind, Bodyの全人的発達を促す保育実践を園の独自性として強
調する。 

２．少子化に対応して保護者の多様なニーズに応えられるよう認定こども園や独自の預かり保育
を含め方策を検討する。 

 
重点計画Ⅱ 地域の子育て支援事業として根づかせていく 

1. Y わいひろばの継続実施と希望者に対しての園庭開放を実施する。 
2. 近隣の児童館やキリスト教諸団体との連携による地域の未就学児や高齢者を対象としたお楽

しみ会を開催し、孤立感のある親や子どもへのサポートにつなげる。 
3. 在園児を対象とした親子ふれあい遊びを他部門やワイズメンズクラブの協力を得て積極的に

地域に呼びかけ実施する。 
   

重点計画Ⅲ 保育園の安定的運営を計る 
１．入園児増加のために、子育て世代向けにSNSによる保育内容や活動情報を提供する。 
２．職員のキリスト教保育への理解を深めるためにキリスト教（聖書、讃美歌）にふれ、 

キリスト教の話を聞く機会を広げる。 
３．高倉おさなご園の効率的な運営や今後の活用法について検討する。 

 


